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法
蔵
撰
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
国
土
の
成
仏
論櫻

井

　

唯

一
　
は
じ
め
に

『
華
厳
経
探
玄
記
』（
以
下
、『
探
玄
記
』）
二
十
巻
は
、
六
十
『
華
厳
』
の

註
釈
書
で
あ
り
、
法
蔵
（
六
四
三
―
七
一
二
）
の
著
作
の
中
で
も
最
大
の
も
の

で
あ
る
。『
探
玄
記
』
は
他
の
著
作
と
並
行
し
つ
つ
相
応
の
年
月
を
か
け
て

執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
）
1
（

。
ま

た
、
先
行
研
究
で
は
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
の
大
部
分
を
一
旦
書
き
上
げ

た
後
に
加
筆
し
、
そ
の
結
果
、
現
行
の
『
探
玄
記
』
が
成
立
し
た
と
も
言

わ
れ
る
）
2
（

。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
『
探
玄
記
』
自
体
が
抱
え
る
成
立
の

問
題
も
踏
ま
え
、『
探
玄
記
』
の
前
半
部
と
後
半
部
と
で
国
土
成
仏
の
思

想
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
由
を
考
察
す
る
。

二
　『
探
玄
記
』
に
見
え
る
二
種
の
国
土
成
仏
論

草
木
国
土
の
成
仏
は
様
々
な
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
殊
に

注
目
を
集
め
た
の
は
天
台
宗
の
草
木
成
仏
論
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
）
3
（

。
平

安
期
天
台
宗
の
学
僧
で
あ
る
安
然
（
八
四
一
―
八
八
九
―
？
、
一
説
九
一
五

没
）
は
、『
菩
提
心
義
抄
』
と
『
斟
定
草
木
成
仏
私
記
』
で
当
時
の
諸

宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

華
厳
宗
で
は
法
性
融
通
・
縁
起
相
由
と
い
っ
た
教
理
や
「
国
土
等
身
」

の
語
を
根
拠
に
草
木
成
仏
を
主
張
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
4
（

。
こ
の
説
の

基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
法
蔵
撰
『
探
玄
記
』
巻
十
四
と
巻
十
六
に
お
け

る
「
国
土
身
」
に
関
連
す
る
註
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
蔵
は
『
探

玄
記
』
巻
二
お
よ
び
巻
三
に
お
い
て
、
巻
十
四
や
巻
十
六
と
は
些
か
異

な
る
国
土
論
を
展
開
し
て
い
る
。

①
　 『
探
玄
記
』
巻
二
・
巻
三
に
お
け
る
依
正
無
礙

『
探
玄
記
』
巻
二
は
六
十
『
華
厳
』
世
間
浄
眼
品
、
巻
三
は
盧
舎
那

品
の
註
釈
に
あ
た
り
、
国
土
世
間
や
仏
身
の
問
題
が
主
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
お
い
て
法
蔵
は
、
円
教
で
は
依
報
と
正
報
を
無
礙
と
捉

え
、
三
種
世
間
（
器
世
間
・
衆
生
世
間
・
智
正
覚
世
間
）
の
平
等
を
主
張
す

る
。
た
と
え
ば
、『
探
玄
記
』
巻
三
の
「
世
界
海
」
に
つ
い
て
の
解
釈

で
は
、
円
教
に
お
け
る
依
正
無
礙
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

若
依
二
円
教
中
一
通
二
三
世
間
一
。
以
三
舎
那
仏
有
二
国
土
身
等
一
。
是
故
世
界
悉

是
仏
身
。
又
有
二
衆
生
形
世
界
等
一
。
是
故
衆
生
即
世
界
。
此
並
依
正
混
融
無

礙
故
也
。
相
即
自
在
故
）
5
（

。
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こ
こ
で
は
円
教
の
依
正
無
礙
の
教
証
と
し
て
、
十
地
品
の
解
境
十
仏

中
の
国
土
身
、
お
よ
び
盧
舎
那
品
に
説
か
れ
る
「
衆
生
形
世
界
）
6
（

」
の
二

者
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
世
界
は
仏
身
で
あ
り
、
衆
生
も

ま
た
世
界
で
あ
る
と
い
う
依
正
無
礙
の
思
想
は
、『
探
玄
記
』
巻
二
で

も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
巻
二
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
次
の

よ
う
な
六
合
釈
に
よ
る
依
正
無
礙
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

菩
提
樹
有
二
三
釈
一
。
謂
、
隣
近
・
依
主
及
持
業
。
以
二
円
教
中
、
依
正
無
礙
、

人
法
相
是
一
、
得
二
菩
提
即
樹
一
也
）
7
（

。

「
菩
提
樹
」
と
い
う
複
合
語
に
は
三
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
円

教
の
依
正
無
礙
の
思
想
に
よ
れ
ば
、「
菩
提
」
と
「
樹
」
と
を
同
一
概

念
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
法
蔵
は
依
主
釈
を
「
A
之
B
」、

持
業
釈
を
「
A
即
B
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
あ
り
、「
菩
提
即
樹
」
と

は
持
業
釈
を
意
味
し
て
い
る
。
持
業
釈
に
よ
っ
て
依
正
無
礙
を
表
現
す

る
箇
所
は
『
探
玄
記
』
に
複
数
あ
り
）
8
（

、
ま
た
以
下
に
引
用
す
る
法
蔵
撰

『
文
義
綱
目
』
に
も
確
認
で
き
る
。

方
広
是
所
得
法
、
仏
是
能
得
人
。
又
前
是
所
覚
境
、
仏
是
能
覚
智
。
此
中
境
智

有
二
二
義
一
。
一
、
相
成
。
二
、
相
即
。（
1
）
前
中
、
方
広
之
仏
、
簡
二
下
乗

仏
一
。
仏
之
方
広
、
簡
二
因
位
法
一
。
此
二
相
成
、
各
有
二
有
性
・
無
性
、
縁
起

四
句
一
。
思
レ
准
レ
之
。
人
法
相
依
、
皆
依
主
釈
。（
2
）
二
、
相
即
者
、
或
方

広
即
仏
、
仏
即
方
広
。
以
二
人
法
無
礙
一
故
、
令
二
体
相
即
一
。
亦
具
二
四
句
一
。

思
レ
准
レ
之
。
此
唯
持
業
釈
）
9
（

。

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
「
方
広
」
と
「
仏
」
は
人
と
法
、
あ
る
い

は
境
と
智
の
意
味
と
さ
れ
、
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て （
1
） 

依
主
釈

に
よ
る
相
成
（
相
依
）
と （
2
） 

持
業
釈
に
よ
る
相
即
と
い
う
二
つ
の
解

釈
が
示
さ
れ
る
。
前
者
は
人
法
を
別
々
に
捉
え
る
の
に
対
し
、
後
者
は

両
者
が
相
即
し
て
無
礙
で
あ
る
状
態
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

法
蔵
は
依
正
無
礙
を
究
極
の
立
場
と
捉
え
、
そ
の
表
現
の
一
つ
と
し

て
、
複
合
語
に
持
業
釈
を
適
用
す
る
方
法
を
用
い
た
と
言
え
る
。

②
　 

巻
十
四
・
巻
十
六
に
お
け
る
国
土
身

『
探
玄
記
』
巻
二
・
巻
三
に
お
け
る
依
正
無
礙
の
思
想
は
「
国
土
が

仏
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
巻
十
四
・
巻
十
六

で
は
こ
れ
に
「
仏
に
成
る
」
と
い
う
能
動
的
な
側
面
が
加
わ
っ
て
い

る
。
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
十
六
に
お
い
て
性
起
品
の
宗
趣
を
論
ず
る

中
で
、
国
土
成
仏
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
。

問
。
既
局
二
仏
果
一
。
何
故
下
文
通
二
一
切
法
一
。

答
。
若
三
乗
教
、
真
如
之
性
通
二
情
・
非
情
一
、
開
覚
仏
性
唯
局
二
有
情
一
。
故

『
涅
槃
』
云
、「
非
仏
性
者
、
謂
草
木
等
。」
若
円
教
中
、
仏
性
及
性
起
、
皆

通
二
依
正
一
。
如
二
下
文
弁
一
。
是
故
成
レ
仏
具
二
三
世
間
一
。
国
土
身
等
皆
是
仏

身
。
是
故
局
二
唯
仏
果
一
、
通
遍
二
非
情
）
10
（

一
。

三
乗
教
で
は
非
情
に
は
仏
性
を
起
こ
す
と
い
う
は
た
ら
き
は
無
い
と

す
る
の
と
対
照
的
に
、
円
教
の
立
場
で
は
依
報
国
土
の
成
仏
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
蔵
の
解
釈
は
、
智
儼
（
六
〇
二
―
六
六
八
）

撰
『
五
十
要
問
答
』
の
説
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
）
11
（

。『
五
十
要
問
答
』
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で
は
『
探
玄
記
』
と
同
様
に
、
三
乗
終
教
の
立
場
と
し
て
『
涅
槃
経
』

の
草
木
非
仏
性
説
を
挙
げ
、
一
乗
で
は
依
正
と
も
に
成
仏
す
る
と
説

く
。
し
か
し
、
智
儼
は
国
土
成
仏
の
論
拠
を
『
華
厳
経
』
に
あ
る
と
は

す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
経
文
を
指
す
の
か
明
確
に
し
て
い
な
い
。
対

し
て
、
法
蔵
は
そ
の
教
証
を
性
起
品
に
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

仏
が
菩
提
を
成
ず
る
時
に
獲
得
す
る
十
三
の
仏
身
の
一
つ
に
「
一
切
刹

等
身
）
12
（

」、
す
な
わ
ち
刹
土
と
し
て
の
仏
身
が
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
蔵
は
十
三
の
仏
身
の
名
称
全
て
に

含
ま
れ
る
「
等
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

初
一
、
是
衆
生
世
間
身
。
謂
、
得
下
能
同
二
一
切
衆
生
身
一
之
身
上
也
。「
等
」

猶
レ
「
同
」
也
。
又
釈
、「
等
」
猶
レ
「
遍
」
也
。
即
遍
以
二
一
切
衆
生
一
而
作
二

自
身
一
故
云
也
。
下
皆
二
釈
准
レ
之
）
13
（

。

語
義
解
釈
に
よ
っ
て
国
土
と
仏
身
の
関
係
を
論
じ
よ
う
と
す
る
方
法

は
、
前
項
の
持
業
釈
に
よ
る
相
即
の
表
現
と
共
通
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
巻
十
六
で
は
「
等
」
の
字
に
「
同
ず
」
や
「
遍
ず
」
と
い
っ
た
動

詞
的
な
意
味
が
付
加
さ
れ
、
智
儼
が
述
べ
た
「
一
切
衆
生
は
依
及
び
正

に
通
じ
て
並
び
に
皆
な
成
仏
す
」
と
い
う
思
想
に
よ
り
近
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
解
釈
を
可
能
と
す
る
根
拠
は
、
六
十
『
華

厳
』
十
地
品
・
第
八
地
に
お
い
て
「
国
土
身
」
を
含
む
十
身
、
い
わ
ゆ

る
解
境
十
仏
が
相
互
に
他
身
を
生
成
し
あ
う
と
い
う
記
述
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
）
14
（

。
こ
の
経
文
に
つ
い
て
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
十
四
で
十
身
の

同
一
性
を
法
性
融
通
門
、
十
身
各
々
を
示
現
す
る
は
た
ら
き
を
縁
起
相

由
門
と
し
て
整
理
し
て
い
る
）
15
（

。

以
上
の
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
巻
二
・
巻
三
と
巻
十
四
・
巻
十
六
と

で
は
、
国
土
の
成
仏
に
つ
い
て
の
説
明
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
差
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の

執
筆
時
期
に
違
い
が
あ
り
、
そ
の
間
に
法
蔵
の
思
想
が
変
化
し
た
と
い

う
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、『
探
玄
記
』
巻
一
に
は
持
業
釈
に
よ
る

依
正
無
礙
の
表
現
と
、
法
性
融
通
・
縁
起
相
由
の
思
想
）
16
（

が
併
存
し
て
い

る
。
ま
た
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
に
は
加
筆
が
行
わ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
巻
数
の
前
後
だ
け
で
新
旧
を
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
法
蔵
に
よ
る
も
う
一
つ
の
六
十

『
華
厳
』
の
註
釈
書
『
文
義
綱
目
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
探
玄
記
』

巻
一
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
　『
探
玄
記
』
巻
一
・
巻
二
と
『
文
義
綱
目
』
の
比
較

『
文
義
綱
目
』
は
全
一
巻
の
短
い
著
作
で
、『
華
厳
経
』
の
綱
目
を
十

門
に
分
け
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
門
の
う
ち
、
玄
談
か
ら

第
七
門
ま
で
は
『
探
玄
記
』
と
類
似
、
あ
る
い
は
全
く
同
一
の
テ
キ
ス

ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。
す
な
わ
ち
、（
A
）『
文
義
綱
目
』
の

玄
談
〜
第
三
門
は
『
探
玄
記
』
巻
一
に
、（
B
）『
文
義
綱
目
』
第
四
門

〜
第
七
門
の
大
部
分
は
『
探
玄
記
』
巻
二
に
、
対
応
す
る
記
述
が
存
在

す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
箇
所
は
類
似
性
の
傾
向
に
異
な
り
が
あ
る
。
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（
A
）
の
箇
所
で
は
、
内
容
と
し
て
は
同
じ
よ
う
な
註
釈
で
あ
り
な
が

ら
文
章
表
現
に
異
な
り
が
あ
る
部
分
や
、
テ
キ
ス
ト
の
分
量
に
大
幅
な

増
減
の
あ
る
部
分
が
目
立
つ
。
一
方
、（
B
）
の
ほ
う
は
、
ほ
ぼ
同
文

と
言
え
る
ほ
ど
僅
か
な
違
い
し
か
認
め
ら
れ
な
い
テ
キ
ス
ト
が
大
半
を

占
め
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
理
由
は
、
両
者
の
成
立
時
期
が

異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
元
々
『
文
義
綱
目
』
と
『
探

玄
記
』
巻
一
・
巻
二
は
同
時
期
に
成
立
し
て
い
た
が
、
後
に
法
蔵
は
巻

一
に
対
し
て
改
稿
に
近
い
修
正
を
加
え
た
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
『
探

玄
記
』
巻
二
に
は
『
文
義
綱
目
』
と
同
時
期
の
古
い
内
容
が
残
り
、
巻

一
は
新
旧
の
思
想
が
混
在
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

持
業
釈
に
よ
る
依
正
無
礙
の
表
現
は
、
本
稿
第
二
節
で
引
用
し
た

『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
巻
一
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、

法
性
融
通
・
縁
起
相
由
の
思
想
は
『
文
義
綱
目
』
に
は
無
い
こ
と
か

ら
、
改
稿
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
探

玄
記
』
巻
二
・
巻
三
と
巻
十
四
・
巻
十
六
に
お
け
る
国
土
の
成
仏
論
の

差
を
、
思
想
の
変
化
と
捉
え
て
も
矛
盾
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

四
　
結
語

華
厳
教
学
の
系
譜
に
お
い
て
、
国
土
も
成
仏
す
る
と
い
う
思
想
は
智

儼
撰
『
五
十
要
問
答
』
で
初
め
て
示
さ
れ
た
が
、
智
儼
は
そ
の
具
体
的

な
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
依
報
国
土
の
成
仏
を
『
華

厳
経
』
に
よ
っ
て
論
証
す
る
こ
と
は
、
法
蔵
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
執
筆
初
期
の
段
階
で
は
、
依
報
・
正

報
の
無
礙
を
持
業
釈
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
発
想
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
六
合
釈
自
体
が
『
華
厳
経
』
の
思
想
に
基
づ
く
も

の
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
次
第
に
こ
れ
を
用
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
）
18
（

。
そ
し
て
、
後
の
『
探
玄
記
』
巻
十
四
・
巻
十
六
で
は
、
国
土
は
仏
と

同
一
の
本
質
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
仏
性
を
起
こ
し
成
仏
す
る
と

い
う
動
的
な
側
面
も
あ
る
こ
と
を
、『
華
厳
経
』
の
「
国
土
身
」
を
根
拠

に
論
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
探
玄
記
』
に
見
え
る
二
種
の
国

土
成
仏
論
は
、
智
儼
の
導
い
た
結
論
に
向
か
っ
て
独
自
の
理
論
を
構
築

し
よ
う
と
試
み
た
、
法
蔵
の
思
索
の
痕
跡
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1　

吉
津
﹇
一
九
九
一
﹈
で
は
、『
寄
海
東
書
』
の
記
述
等
か
ら
『
探
玄
記
』

の
成
立
に
は
「
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
、

他
の
著
作
と
平
行
し
て
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
（
一
四
一
―

一
四
三
頁
）。

2　

木
村
﹇
一
九
九
二
﹈
一
六
一
頁
・
註
一
四
、
舘
野
﹇
一
九
九
五
﹈
四
三
―

四
四
頁
、
参
照
。

3　

坂
本
﹇
一
九
八
〇
﹈
は
、
湛
然
と
の
関
係
か
ら
澄
観
の
非
情
無
仏
性
説

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
第
四
章
第
二
節
）。
ま
た
宮
本
﹇
一
九
八
五
﹈

も
、
湛
然
と
対
比
さ
せ
る
形
で
法
蔵
・
澄
観
の
説
に
言
及
し
て
い
る

（
四
八
五
頁
）。
一
方
で
、
華
厳
教
学
の
観
点
か
ら
国
土
の
問
題
を
扱
っ
た

研
究
と
し
て
は
、
吉
津
﹇
一
九
九
三
﹈
が
あ
る
。

4　
『
斟
定
草
木
成
仏
私
記
』（
龍
谷
大
学
蔵
応
永
二
十
三
年
刊
本
・
三
丁
左
―

四
丁
左
）、『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
八
五
頁
上
、
四
八
五
頁
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法
蔵
撰
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
国
土
の
成
仏
論
（
櫻

井
）

下
）、
参
照
。

5　

大
正
三
五
・
一
六
〇
頁
上
中
。

6　

六
十
『
華
厳
』
巻
三
・
盧
舎
那
品
「
諸
世
界
海
、
有
二
種
種
形
一
。
…
…

或
種
種
衆
生
形
者
（
大
正
九
・
四
一
〇
頁
下
）」
を
指
す
。
法
蔵
は
こ
の

語
に
つ
い
て
、「
即
種
種
衆
生
、
皆
是
世
界
（
大
正
三
五
・
一
六
一
頁
上
）」

の
意
味
と
し
、
人
体
の
中
に
住
む
虫
に
と
っ
て
は
衆
生
の
身
体
こ
そ
が
世

界
で
あ
る
と
い
う
喩
え
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

7　

大
正
三
五
・
一
二
九
頁
中
。

8　

管
見
の
限
り
、『
探
玄
記
』
に
お
い
て
持
業
釈
に
よ
っ
て
依
正
無
礙
を

説
い
て
い
る
と
明
確
に
言
え
る
の
は
、
以
下
の
五
箇
所
で
あ
る
。
巻
一

「
広
方
仏
」（
大
正
三
五
・
一
二
一
頁
下
―
一
二
二
頁
上
）、
巻
二
「
菩
提

樹
」（
一
二
九
頁
中
）、「
獅
子
座
」（
一
二
九
頁
下
）、「
道
場
神
」

（
一
三
四
頁
中
下
）、
巻
七
「
金
剛
幢
菩
薩
」（
二
四
一
頁
下
）。

9　

大
正
三
五
・
四
九
四
頁
下
。
な
お
、『
探
玄
記
』
巻
一
（
大
正
三
五
・

一
二
一
頁
下
）
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
存
在
す
る
。

10　

大
正
三
五
・
四
〇
五
頁
下
―
四
〇
六
頁
上
。

11　

大
正
四
五
・
五
一
九
頁
下
。

12　

大
正
九
・
六
二
六
頁
下
。

13　

大
正
三
五
・
四
一
三
頁
上
中
。

14　

本
文
波
線
部
の
「
即
遍
以
二
一
切
衆
生
一
而
作
二
自
身
一
」
は
、
お
そ
ら
く

十
地
品
の
「
若
於
二
衆
生
身
一
作
二
己
身
一
。」
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る

（
大
正
九
・
五
六
五
頁
中
）。
こ
の
こ
と
は
、
法
蔵
が
性
起
品
の
十
三
身
と

十
地
品
の
解
境
十
仏
と
を
同
一
と
見
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

15　

大
正
三
五
・
三
六
三
頁
中
。
な
お
、
こ
こ
で
は
第
三
に
「
菩
薩
自
在
智

力
」
と
い
う
立
場
も
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
八
地
の
菩
薩
に
と
っ
て

第
一
・
第
二
の
無
礙
の
道
理
が
難
解
な
た
め
に
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
中
心
と
な
る
の
は
法
性
融
通
・
縁
起
相
由
の
二
門
と
言
え
る
。

16　

大
正
三
五
・
一
二
四
頁
上
―
一
二
五
頁
上
。『
探
玄
記
』
に
は
第
一
の

縁
起
相
由
の
み
説
明
さ
れ
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
「
余
門
如
二
旨
帰
中

説
一
」
と
、
法
蔵
撰
『
華
厳
経
旨
帰
』
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

17　

紙
数
の
都
合
上
、『
探
玄
記
』
と
『
文
義
綱
目
』
の
対
応
箇
所
の
一
覧

や
類
似
性
の
相
違
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
稿
に
て
示
し
た
い
。

18　
『
探
玄
記
』
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
六
合
釈
の
用
例
の
出
現
頻
度
に

偏
り
が
あ
り
、
後
半
の
巻
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
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国
土
身
、
持
業
釈
、
法
性
融

通
、
縁
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